
 

 
４ 課題の整理 

 

「全国的な社会潮流の動向と本市の現状」「山陽小野田市の姿」「市民の意識」を踏まえ、主

要課題を次のように整理します。 
 

 
１ 子育て・福祉・医療・健康 

少子高齢化と人口減少に対応するため、若者が安心して子どもを生み育てることができる

環境を整える必要があります。また、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていくことが

できるよう、保健・福祉・医療の充実を図るとともに、家庭・地域・社会全体で助け合い、

支え合う体制を整えていく必要があります。 

 
 

２ 市民生活・地域づくり・環境・防災 

今後も市民の安全な暮らしを確保するため、災害に強いまちづくりを推進するとともに、

犯罪や交通事故から市民を守るため、地域と一体となった取組が必要です。また、地域社会

において、地域住民が互いに助け合い、支え合いながら課題解決を図ることができる地域づ

くりを進めるため、市民に地域活動への主体的な参加を促していくことが必要ですが、今後

の地域活動の活性化のために、担い手の高齢化・固定化の解消が必要です。 

 
 

３ 都市基盤 

住みよさを実感できるまちとして、竜王山公園、江汐公園や物見山公園など公園・緑地の

保全や良質な居住の確保を維持しながら、更に住み続けたくなるまちとしての魅力を高める

ため、交通の拠点となるＪＲ駅周辺地区の整備を図り、生活交通の利便性を高めていくこと

が必要です。特に、通勤や通学に加えて、高齢化社会における日常的な移動の利便性を確保

するため、持続可能な公共交通体系の構築に取り組むことが求められています。 

また、下水道施設については安定的な事業運営を行いながら、計画的に整備を進めていく

ことが求められています。さらに、ライフラインである上下水道施設については、老朽化し

た施設に対する計画的な補修、更新による持続可能な事業運営が必要です。 
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４ 産業・観光 

農業、商業については、後継者不足や従事者の高齢化などにより活力が低下しており、経

営体への支援、育成が必要となります。また、若者の定住促進に向けて、山陽小野田市立山

口東京理科大学との産学官連携による新産業の創出や企業誘致等を促進し、新たな雇用を生

み出す必要があります。そのほか、特産品の開発を促進することなどにより、地域経済の活

性化を図る必要があります。 

さらに、ゴルフ場など本市の魅力を活かし、インバウンドの推進を含めた観光振興により、

交流人口の増加が必要です。 

 
 

５ 教育・文化・スポーツ 

学校教育については今後も質の高い教育環境を保ちながら、社会教育も含めて、学校や家

庭、地域が一体となって教育環境を充実していく必要があります。青少年を取り巻く環境が

大きく変化している中で、青少年の健全育成についての取組が必要となっています。また、

豊かな市民生活の実現を目指すためには、ガラス文化やサッカーなど本市の特色を活かした

文化・スポーツによるまちづくりを展開することが必要です。 
 

６ 行財政運営・市民参画・市政情報の発信 

少子高齢化や人口減少が進み、厳しい財政状況において、財政運営の健全化が求められて

いる中で、市民ニーズの多様化、高度化などに対応できるよう、事業の見直しによる財源の

有効活用や、職員の人材育成を推進することで、より効率的で質の高い行財政運営を行う必

要があります。また、老朽化した公共施設の長寿命化や施設の配置の最適化を行うことで、

施設の維持管理費用や更新費用を削減していく必要があります。さらに、広報・広聴機会等

を通じて市政情報の発信と市民参画を図り、市民と行政がともにまちづくりを担う必要があ

ります。 
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